
（別紙３）

～ 2026年　2月　15日

（対象者数） 16 （回答者数） 16

～ 2026年　2月　15日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・得意、不得意を把握し、発達段階や興味に合わせた取り
　組みを行う
・無理のない目標設定を行い取り組む
・視覚的に分かりやすくスケジュール表などを活用する

2

・来所前の環境整備と衛生管理の徹底
・見通しが持てるように一日のスケジュール掲示
・子どもの気持ちを受け止め、否定せず受け止める声掛け

3

・継続して、保護者との連携や情報共有を大切に行ってい
　く

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・年に一回は取り組めるよう、イベントを計画中
・参加しやすい短い時間で開催を行う
・参加できない家庭への配慮
　　（写真や活動報告を配布）

2

・専門職（言語聴覚士・作業療法士など）との連携を検討
　する
・外部研修や勉強会に参加し、職員の専門知識の向上を図
　る

3

個別支援が充実している ・一人ひとりの特性に合わせた支援
・学習、生活、コミュニケーション、集団活動などの活動
　を取り入れている

○事業所名 児童デイサービス　アトラス宮崎うりゅうの

○保護者評価実施期間 2025年　1月　30日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025年　1月　30日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　16日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

安心できる居場所づくり ・環境調整と衛生管理
・生活の流れを分かりやすくする
・安心できる声掛け

保護者との連携や情報共有を大切にしている ・HUGでその日の様子を伝え、子どもの成⾧を具体的に共
　有する
・送迎時に保護者とのコミュニケーションを図る

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

親子で参加できる行事や交流の機会が少ない ・感染症対策などでイベントを控えていた
・保護者の都合で休日に参加出来る時間が限られている

専門的な職員不足（保育士を除く） ・専門資格を持つ人材の確保が難しい
・求人を出しても応募が少ない
・職員の専門研修の機会が少ない

事業所における自己評価総括表公表


